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　日本が工業立国への道を急いでいた1887（明治20）
年、「モノづくりのエンジニア・リーダーを育てる」こと
を理念に掲げ、工学院大学のルーツとなる工手学校が創立
さ れ ま し た。 以 来136年 が 経 ち、 超 ス マ ー ト 社 会
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ハードおよびソフトづくりに集約されています。工学院大
学はどちらもこなせる「21世紀型エンジニア」の育成に
力を入れ、確実な基礎力と、それを応用展開できる実践力
が身につくカリキュラムを体系化し、展開しています。
　学生が主体的にモノづくりに取り組む学生プロジェクト
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野の専門知識・技術の修得にとどまらず、総合的な人間力
の涵養を重視している証だと言えます。

豊
富
な
「
実
体
験
」
学
修
で
学
生
を
サ
ポ
ー
ト

超
ス
マ
ー
ト
社
会
で
求
め
ら
れ
る

21
世
紀
型
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
育
成
す
る
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各
セ
ク
シ
ョ
ン
が
多
角
的
に
連
携

学
生
の
キ
ャ
リ
ア
を
し
っ
か
り
支
援

　

工
学
院
大
学
は
、
大
学
や
大
学
院
で
の

学
び
や
研
究
を
活
か
し
た
キ
ャ
リ
ア
形

成
・
就
職
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
毎
年
安
定
し
た
就
職
率
を
維
持

し
て
お
り
、
２
０
２
２
年
度
の
就
職
内
定

率
は
96
・
５
％
。
卒
業
生
は
機
械
系
、
化

学
系
、
電
気
系
、
建
築
系
、
情
報
系
な
ど

多
彩
な
領
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
入
学
直
後
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
自
己
分
析
ツ
ー
ル
で
あ
る

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ノ
ー
ト
」
を
活
用

し
て
自
己
分
析
を
行
い
、
目
標
や
成
長
を

可
視
化
す
る
と
と
も
に
、「
ロ
ジ
カ
ル
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
」
の
授
業
で
は
、
論
理
的
な

思
考
と
表
現
力
を
養
い
ま
す
。

　

学
生
一
人
ひ
と
り
を
支
援
す
る
た
め
に

キ
ャ
リ
ア
教
育
専
任
教
員
を
置
き
、「
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
」「
学
生
セ
ン

タ
ー
」「
学
部
・
学
科
の
教
員
・
研
究
室
」

「
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
各
セ
ク
シ
ョ

ン
が
多
角
的
に
連
携
。
特
に
「
実
体
験
」

を
重
視
し
、
社
会
人
基
礎
力
を
向
上
さ
せ

る
演
習
を
多
数
用
意
。
学
部
卒
業
で
も
即

戦
力
に
な
り
得
る
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

備
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
課
外
活
動
等
へ
の

参
加
も
以
前
よ
り
容
易
に
な
り
ま
し
た
。

工
学
院
大
学
で
は
、
全
国
的
に
知
ら
れ
る

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
チ
ー
ム
を
は
じ
め
、
自
主

的
な
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
  （2）

も
活
発
で
す
。

学
び
の
改
革
で
生
ま
れ
た
空
き
時
間
を
有

効
活
用
し
、
ま
す
ま
す
実
践
的
な
モ
ノ
づ

く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
工
学
院
大
学
で
は
、
ま
ず
は

「
海
を
渡
る
」
こ
と
を
目
的
に
「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
留
学
Ⓡ
」
を
開
発
し
ま
し
た
。
参

加
に
際
し
英
語
力
不
問
、
現
地
授
業
料
不

要
と
し
た
新
し
い
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

異
文
化
に
触
れ
、
理
解
し
合
う
経
験
か
ら

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
が
養
わ
れ
ま
す
。

「
一
度
海
外
を
体
験
す
る
こ
と
で
世
界
へ

の
視
野
が
広
が
り
、
英
語
学
修
へ
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
り
ま
す
」
と
伊
藤
慎

一
郎
学
長
は
話
し
ま
す
。

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・

Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開

　

技
術
者
と
し
て
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
・
Ａ
Ｉ
領
域
に
つ
い
て
理
解
し
、
そ

れ
ら
を
活
用
す
る
基
礎
的
な
力
の
養
成
を

目
的
と
し
た
「
工
学
者
の
た
め
の
数
理
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
  （3）

」
は
、
文
部
科
学
省
の｢

数
理
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
）｣

に
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
定
期
的

に
全
学
生
の
進
路
決
定
状
況
を
各
学
科
の

研
究
室
と
共
有
し
、
就
職
活
動
を
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
ま
す
。

学
び
の
改
革
で
時
間
を
有
効
活
用

学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
留
学
も
活
発

　

工
学
院
大
学
に
は
主
に
３
、４
年
生
が

通
う
28
階
建
て
の
新
宿
キ
ャ
ン
パ
ス
と
、

１
、２
年
生
が
学
ぶ
約
23
万
㎡
の
広
大
な

敷
地
を
誇
る
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
、

２
拠
点
が
最
速
45
分
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で

結
ば
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
全

学
部
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
導
入
。

２
０
２
２
年
度
に
学
び
の
改
革
「
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
  （1）

」
を
実

施
し
、
時
間
割
等
の
見
直
し
な
ど
で
学
生

は
よ
り
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
学
修
環
境
を
選

べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

授
業
実
施
形
態
に
は
、
大
学
の
教
室
で

行
う
通
常
の
「
対
面
授
業
」、
一
つ
の
授

業
を
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
同
時
に
実
施

す
る
「
ハ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス
型
授
業
」、
決

め
ら
れ
た
曜
日
時
限
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
用

い
て
参
加
す
る
「
遠
隔
（
同
時
双
方
向

型
）
授
業
」、
学
生
自
身
が
任
意
の
時
間

に
受
講
で
き
る
「
遠
隔
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド

型
）
授
業
」
が
あ
り
ま
す
。
原
則
、
１
限

と
６
限
は
遠
隔
授
業
と
し
て
通
学
時
の

ラ
ッ
シ
ュ
を
回
避
し
、
２
限
か
ら
５
限
は

対
面
で
の
実
験
・
実
習
・
演
習
授
業
を
組

み
込
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
基
礎
科
目
や
専
門
科
目
、
実

験
科
目
の
曜
日
を
学
部
ご
と
に
決
め
、
ま

と
め
て
受
講
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
な
ど
、

受
講
の
効
率
を
向
上
さ
せ
る
時
間
割
を
整

（1） キャンパスライフイノベーション
　１限を遠隔（オンデマンド型）授業にしたこ
とにより、キャンパスで行われる授業は２時限
開始時刻の10時10分開始となるので、遠方から
の通学も可能になり、通学エリアの拡大が期待
できる。効率よく時間割が組めれば、学生の自
由に使える時間が増える。

（2） 学生プロジェクト
　学生による自主的な理工学に関する創造活動。
ミツバチを飼育し採取したハチミツを商品化す
る「みつばちプロジェクト」は、ハンドクリー
ムと入浴剤が都内ホテルのアメニティに採用。
今年10月にオーストラリア縦断「2023ブリヂ
ストンワールドソーラーチャレンジ」に挑む
ソーラーチームは30社を超える企業と連携して
おり、７月には新車両を発表している。その他、
NHK学生ロボコンなどで活躍するロボットプロ
ジェクト（KRP）など、現在12のプロジェクト
が展開中。

（3） �工学者のための数理・データサイ
エンス・AI教育プログラム

　令和２年度に開始したプログラム。工学者と
して数理・データサイエンス・AIについて関心
を持ち、理解し、それらを活用する基礎的な力
を持つ人材の育成を目的としている。大きく変
わりつつある社会の中で求められる工学者とし
ての役割・責任とを自覚し、数理・データサイ
エンス・AIの広範な適用領域を意識しながら
データを適切に読み解き、活用する方法を身に
着けることができる。

（4） 情報科学科
　情報学部では、2023年４月よりシステム数理
学科が「情報科学科」に名称変更し、新たな情
報学部4学科での学びがスタートした。情報科
学科では、データ分析、人工知能等の統計やモ
デル化技術に基づいて「問題の発見」「問題の
分析」を実行し、「問題の解決」可能な情報シ
ステムの設計や提案ができる技術者を育成する。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
第
４
次
産
業
革
命
、

Society 5.0

、
デ
ー
タ
駆
動
型
社
会
な
ど
、

現
代
の
社
会
の
変
容
に
関
連
し
た
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
授
業
で
は
社
会
で
の
実

例
を
題
材
と
し
て
、
デ
ー
タ
を
読
む
・
説

明
す
る
・
扱
う
と
い
っ
た
基
本
的
な
活
用

法
を
学
修
。
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
に
お
け
る

デ
ー
タ
利
活
用
事
例
や
、
デ
ー
タ
を
多
様

な
適
用
領
域
の
知
見
と
組
み
合
わ
せ
て
価

値
を
創
出
す
る
事
例
な
ど
が
示
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
情
報
漏
洩

な
ど
、
デ
ー
タ
を
守
る
上
で
の
留
意
事
項

に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
す
。

多
彩
な
最
先
端
研
究
の
現
場
で

卒
業
研
究
に
没
頭
で
き
る
環
境

　

工
学
院
大
学
で
は
４
年
次
に
な
る
と
、

研
究
室
に
所
属
し
て
自
分
の
研
究
テ
ー
マ

に
取
り
組
み
ま
す
。
先
進
工
学
、
工
学
、

建
築
学
、
情
報
学
の
４
学
部
15
学
科
に

１
６
７
の
研
究
室
が
存
在
し
、
研
究
内
容

も
未
来
の
発
展
に
つ
な
が
る
基
礎
的
研
究

か
ら
す
ぐ
に
社
会
還
元
さ
れ
る
応
用
研
究

ま
で
、
幅
広
い
分
野
に
わ
た
り
ま
す
。

　

そ
の
一
端
を
紹
介
す
る
と
、
先
進
工
学

部
応
用
物
理
学
科
の
尾
沼
猛
儀
教
授
は
新

し
い
半
導
体
材
料
を
用
い
、
あ
る
波
長
域

の
紫
外
線
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
世
界
で
初

め
て
成
功
し
ま
し
た
。
研
究
成
果
は
水
銀

の
撤
廃
や
光
源
の
小
型
化
・
省
エ
ネ
に
貢

献
す
る
技
術
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

工
学
部
機
械
工
学
科
の
西
谷
要
介
教
授

ら
は
、
航
空
機
や
宇
宙
機
器
に
も
広
く
使

用
さ
れ
て
い
る
高
分
子
材
料
（
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
・
ゴ
ム
）
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
複
合

材
料
に
つ
い
て
研
究
。
建
築
学
部
建
築
デ

ザ
イ
ン
学
科
の
冨
永
祥
子
教
授
は
木
造
高

層
ビ
ル
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
実
現
す
る
「
木
造

都
市
」
を
構
想
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
情

報
学
部
情
報
科
学
科
（
２
０
２
３
年
４
月

名
称
変
更
）  （4） 

の
大
和
淳
司
教
授
は
、
人

と
人
、
人
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ

ン
の
分
析
、
解
明
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興

機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
が
主
催
す
る
国
内
最
大

規
模
の
産
学
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
お

い
て
、
本
学
は
全
国
の
大
学
で
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
（
４
年
連
続
東
日
本
の
私
立
大
学
１

位
）
の
研
究
成
果
採
択
数
を
誇
り
ま
す
。

こ
の
成
果
発
表
の
経
験
が
、
学
生
の
さ
ら

な
る
研
究
意
識
の
向
上
と
発
信
力
を
高
め

る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
」

（
伊
藤
学
長
）

　

学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
第
一
線
の
研
究
現
場

に
配
属
さ
れ
、
卒
業
研
究
を
行
い
ま
す
。

各
研
究
室
の
多
く
は
少
人
数
制
で
、
教
員

や
先
輩
と
の
距
離
が
近
く
、
研
究
の
最
前

線
を
間
近
に
で
き
る
環
境
で
す
。
学
部
で

培
っ
た
専
門
性
を
就
職
に
活
か
す
べ
く
、

教
員
と
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
就
職
支
援

を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
さ
ら
に
高
度
で
実

践
的
な
段
階
へ
と
進
め
た
応
用
研
究
を
行

工学院大学のキャリア形成・就職支援

工学院大学　

い
た
い
学
生
に
は
、
大
学
院
工
学
研
究
科

に
進
学
す
る
道
も
あ
り
ま
す
。

高
大
連
携
で
探
究
活
動
を
支
援

学
生
の
夢
を
全
力
で
応
援

　

工
学
院
大
学
で
は
、
協
定
校
と
の
共
催

の
探
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
高
校
生
の
探
究

活
動
の
発
表
・
交
流
の
場
を
提
供
し
た
り
、

高
校
生
の
探
究
成
果
を
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る

探
究
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
た
り
と

い
っ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
高
校

生
は
こ
れ
ら
を
入
学
試
験
で
活
用
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、

文
部
科
学
省
の
令
和
４
年
度
「
大
学
入
学

者
選
抜
に
お
け
る
好
事
例
集
」
に
「
高
校

と
の
連
携
を
は
じ
め
と
す
る
高
大
接
続
改

革
の
推
進
」
区
分
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
「
本
学
の
創
始
者
で
あ
る
、
帝
国
大
学

（
現
東
京
大
学
）
初
代
総
長
の
渡
邉
洪
基

先
生
の
墓
石
に
は
『
夢
』
と
い
う
一
文
字

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
入
学
を
希
望
す
る

方
々
に
は
、
ま
ず
夢
を
持
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
し
て
自
分
の
未
来
予
想
図
を

し
っ
か
り
描
き
、
基
礎
力
を
身
に
つ
け
て

夢
を
叶
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
工
学

院
大
学
は
、
皆
さ
ん
の
夢
を
全
力
で
応
援

し
ま
す
」
と
伊
藤
学
長
は
エ
ー
ル
を
送
り

ま
す
。

キャリアデザインセンター
インターンシップやキャリア関連科目の
検証と分析を行い、それらを研究力や就
職力につなげ、学生たちが専門性十αの
能力を身につけるための新たな教育カリ
キュラムの検討を行います。

学生センター
学生プロジェクトやクラブ・サークル活
動など、学生が主体となって活動する機
会を支援。実体験を通した学生の成長を
促します。

教員・研究室
教員による最先端の研究をもとに教育を
行います。専門分野における基礎的なカ、
高度な知識や技術を修得させるだけでな
く、社会人基礎力の向上に資する授業展
開や研究室運営を行います。

就職支援センター

学生
実社会で活かせる専門分野における

知識・技術の修得
実践を通した人間的な成長
（＝社会人基礎力の向上）

インターンシップやキャリア・就職関連
プログラムの提供、個人面談などを通し
て、大学生活で得た学生の知識や技術、
資質や特性を就職へとつなげます。
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